
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　告

　示 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
介
護
扶
助
等
の
た
め
の
介
護
機
関
を
指
定
し
た
件                   

三
四
四 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件             

三
四
四 

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件                         

三
四
五 

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件                         

三
四
五 

○
指
定
漁
船
を
普
通
損
害
保
険
に
付
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
同
意
が
あ
っ
た
件
二 

　件                                                                       

三
四
五 

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所
有
者
等
の
所 

　在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件                           

三
四
六 

○
都
市
計
画
事
業
を
認
可
し
た
件                                                 

三
四
六 

　福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件                   

三
四
六 

　福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会 

○
小
型
定
置
漁
業
の
保
護
区
域
に
つ
い
て
指
示
す
る
件                                 

三
四
六 

○
は
え
な
わ
漁
業
に
つ
い
て
指
示
す
る
件                                           

三
四
七 

○
漁
業
法
に
よ
り
指
示
す
る
件                                                   

三
四
七 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

告

　
　示 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
告
示
第
五
百
八
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
介
護
扶
助
及
び
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居

宅
介
護
若
し
く
は
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
、
福
祉
用
具
の
給
付
、
介
護
予
防
若
し
く
は
介
護
予
防

支
援
計
画
の
作
成
又
は
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
給
付
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

  

事
業
所
の 

事
業
所
の 

事
業
者
の 

事
業
者
の
主
た
る 

 

サ
ー
ビ
ス 

 
 

 
 

 

指
定
年
月
日

 
 

名

称

所

在

地

名

称

事
務
所
の
所
在
地

の

種

類

  

認
知
症
高
齢

相
馬
郡
新
地

株
式
会
社
唯

相
馬
郡
新
地
町
小

令
和
七
年
七

認
知
症
対

 

者
グ
ル
ー
プ

町
小
川
字
山

川
字
山
海
道
三
〇

月
七
日

　
　

 

応
型
共
同

 

ホ
ー
ム
ゆ
い

海
道
三
〇
番

番
地

　
　
　
　
　

 

生
活
介
護 

 

地

　
　
　
　

 

　介
護
予

 

防
認
知
症

 

対
応
型
共

 

同
生
活
介

 

護

　
　
　  

コ
ス
モ
調
剤

須
賀
川
市
下

株
式
会
社
コ

郡
山
市
桑
野
三
丁

同
年
三
月
一

居
宅
療
養

 

薬
局
下
宿
店

宿
町
六
〇

　

 

ス
モ
フ
ァ
ー

目
一
二
番
二
号

　
九
日

　
　
　

 

管
理
指
導 

 

マ

　
　
　
　

　介
護
予

 

防
居
宅
療

 

養
管
理
指

導

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
九
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十

四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次

の
指
定
介
護
機
関
か
ら
当
該
指
定
介
護
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

  
事
業
所
の 

事
業
所
の 

事
業
者
の 

事
業
者
の
主
た
る 

 

サ
ー
ビ
ス 

 
 

 
 

 

廃

止

年

月
日 

 
 

名

　
　称

所

在
地

名

　
　称

事
務
所
の
所
在
地

の

種

類

  

グ
ル
ー
プ

田
村
郡
小

株
式
会
社

郡
山
市
喜
久
田
町

令
和
七
年
三
月
三
一

認
知
症
対

 

ホ
ー
ム
き

野
町
大
字

エ
コ

　
　
卸
一
丁
目
一
一
七

日

　
　
　
　
　
　
　
応
型
共
同

 

ず
な

　
　
谷
津
作
字

番
地
一

　
　
　
　

生
活
介
護 

 

─────────────────────────────────────────────────────────── 
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高
山
三
番

　介
護
予

 

地
五

　
　

防
認
知
症

 

対
応
型
共

 

同
生
活
介

 

護

　
　
　  

コ
ス
モ
調

会
津
若
松

株
式
会
社

郡
山
市
桑
野
三
丁

同
年
五
月
三
一
日

　
居
宅
療
養

 

剤
薬
局
材

市
材
木
町

コ
ス
モ 

目
一
二
番
二
号

　

管
理
指
導 

 

木
町
店

　
二
︱
四
︱

フ
ァ
ー
マ

　介
護
予

 

二

　
　
　

防
居
宅
療

 

養
管
理
指

 

導

　
　
　  

せ
く
ら
薬

会
津
若
松

有
限
会
社

会
津
若
松
市
湯
川

同
年
二
月
二
二
日

　
居
宅
療
養

 

局

　
　
　
市

中

央

せ
く
ら

　
町
八
︱
二
九

　
　

管
理
指
導 

 

二
︱
一
︱

　介
護
予

 

二
八

　
　

防
居
宅
療

 

養
管
理
指

 

導

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
十
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
七
年

七
月
十
八
日
か
ら
同
年
八
月
十
八
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
福
島
市
総
務
部
総
務
課
市
民

情
報
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

ハ
ー
ド
オ
フ
福
島
南
店
・
福
宝
福
島
店

　福
島
県
福
島
市
鳥
谷
野
字
扇
田
六
十
五
番
ほ
か 

二

　法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要 

　１

　交
通
に
係
る
事
項 

㈠

　道
路
法
第
二
十
四
条
及
び
第
三
十
二
条
工
事
が
あ
る
場
合
は
別
途
協
議
す
る
こ
と
。
な
お
、

道
路
法
第
二
十
四
条
工
事
で
道
路
法
第
三
十
二
条
工
事
の
舗
装
も
含
め
て
施
工
す
る
場
合
は
、

道
路
法
第
三
十
二
条
物
件
の
掘
削
幅
及
び
影
響
幅
を
図
面
に
明
示
す
る
こ
と
。 

㈡

　北
側
市
道
の
出
入
口
に
つ
い
て
別
途
協
議
す
る
こ
と
。 

㈢

　南
側
市
道
に
つ
い
て
車
両
の
出
入
り
が
で
き
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。
構
造
に
つ
い
て
は
別

途
協
議
す
る
こ
と
。 

　２

　廃
棄
物
の
発
生
に
係
る
事
項 

㈠

　事
業
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
に
努
め
、
再
資
源
化
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
再
資
源
化
ル
ー
ト
を
利
用
し
、
極
力
再
生
利
用
を
図
る
こ
と
。 

㈡

　廃
棄
物
の
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。 

三

　法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要 

意
見
書
の
提
出
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
十
一
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
一
項
の
変
更
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
七
年

七
月
十
八
日
か
ら
同
年
八
月
十
八
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
伊
達
市
産
業
部
商
工
観
光
課

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
伊
達
保
原
店

　福
島
県
伊
達
市
保
原
町
上
保
原
字
正
地
内
三
十

七
番
一
ほ
か 

二

　法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
伊
達
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要 

意
見
な
し 

三

　法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要 

意
見
書
の
提
出
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
十
二
号 

　漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

小
名
浜
加
入
区
の
指
定
漁
船
所
有
者
か
ら
、
そ
の
所
有
す
る
指
定
漁
船
の
全
部
を
普
通
損
害
保
険
に
付

す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
同
意
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
水

　産

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
十
三
号 

　漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

富
熊
加
入
区
の
指
定
漁
船
所
有
者
か
ら
、
そ
の
所
有
す
る
指
定
漁
船
の
全
部
を
普
通
損
害
保
険
に
付
す
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べ
き
こ
と
に
つ
い
て
同
意
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
水

　産

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
十
四
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変

更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る

た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
郡
山
市
役
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。

当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名 

細
谷
林
藏

　阿
部
三
吾

　安
藤
ク
ニ

　伊
藤
金
助

　伊
藤
仲
之
助

　伊
藤
半
五
郎

　伊
藤
文
七

　

伊
藤
豊
吉

　伊
藤
浪
五
郎

　遠
藤
常
吉

　吉
田
庄
太
郎

　吉
田
米
松

　橋
本
タ
カ

　橋
本
竹
次
郎

　

熊
田
民
作

　古
川
半
三
郎

　戸
城
安
敬

　高
橋
松
蔵

　高
橋
清
松

　佐
久
間
佐
平
治

　佐
久
間
治
郎

助

　山
口
善
太

　山
口
榮
吉

　山
崎
ナ
ツ

　七
海
久
治

　七
海
作
次
郎

　七
海
作
太
郎

　宗
形
喜
平

　宗
形
常
吉

　宗
形
徳
次
郎

　宗
形
文
六

　小
林
勝
治

　松
山
傳
吉

　人
見
新
三
郎

　人
見
新
之
助

　人
見
直
治

　菅
野
亀
治

　菅
野
儀
助

　菅
野
熊
之
助

　菅
野
忠
兵
衛

　星
平
助

　石
井
石
松

　石

井
丹
治

　増
戸
治
左
衛
門

　大
橋
春
吉

　大
橋
仙
治

　大
橋
彦
弥

　大
橋
弥
作

　大
橋
弥
次
右
衛
門

　大
原
新
松

　中
村
喜
右
衛
門

　中
村
喜
代
松

　中
村
亀
治

　中
村
徳
右
衛
門

　中
村
友
治

　渡
邊

三
次
郎

　渡
邊
松
之
助

　柏
櫓
太
惣
治

　片
吉
半
左
衛
門

　片
吉
半
助

　本
田
キ
ク

　本
田
重
三
郎

　鈴
木
久
三
郎

　鈴
木
源
四
郎

　鈴
木
春
三
郎

　鈴
木
新
之
丞

　鈴
木
斧
吉

　鈴
木
又
四
郎

　鈴
木

浪
吉

　齋
藤
大
助

　鈴
木
観
照

　本
郷
部
落
惣
代
人
斉
藤
貞
江

　本
郷
部
落
代
人
斉
藤
貞
江 

二

　通
知
の
内
容
の
要
旨 

　１

　保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
こ
と
。 

　２

　当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
七
年
福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号
）
に
よ
る
こ
と
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
十
五
号 

　都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　施
行
者
の
名
称

　福
島
市 

二

　都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

　
　県
北
都
市
計
画
道
路
事
業

　三
・
四
・
百
九
号

　矢
剣
町
渡
利
線 

三

　事
業
施
行
期
間

　令
和
七
年
七
月
十
八
日
か
ら
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四

　事
業
地

　収
用
の
部
分

　福
島
市
渡
利
字
天
神
、
字
大
久
保
及
び
字
山
ノ
下
地
内 

使
用
の
部
分

　福
島
市
渡
利
字
天
神
地
内 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
） 

 

　
　
　
　
　

 

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
六
号 

　福
島
県
公
職
選
挙
等
執
行
規
程
（
昭
和
四
十
年
福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
八
号
）
第
八
条

第
四
項
（
第
百
十
一
条
第
一
項
又
は
第
百
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　成

　田

　良

　洋 
 

 
 

変

　
　
　更

　
　
　前

変

　
　
　更

　
　
　後

変

　更

　年

　月

　日

  

医
療
法
人
社
団
敬
愛
会

　福 

医
療
法
人
社
団
敬
愛
会

　福 

令
和
七
年
四
月
一
日 

島
南
循
環
器
科
病
院

島
南
病
院

 

　
　
　
　
　福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

　
　
　
　
　

 
 

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
四
号 

福
島
県
地
先
海
面
に
お
け
る
小
型
定
置
の
保
護
区
域
に
つ
い
て
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。 

令
和
七
年
七
月
十
八
日 

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

　
　

 

会
長

　今

　野

　智

　光

　

 

一

　保
護
区
域 

小
型
定
置
の
保
護
区
域
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

漁

　業

　の

　種

　類

保

　
　
　
　護

　
　
　
　区

　
　
　
　域

小
型
定
置
（
第
二
種
共
同

網
漁
具
張
り
立
て
の
位
置
か
ら
、
前
面
五
百
メ
ー
ト
ル
、
後
面
五

漁
業
権
及
び
福
島
県
漁
業

百
メ
ー
ト
ル
及
び
沖
面
五
百
メ
ー
ト
ル
の
連
絡
線
に
よ
っ
て
囲
ま

調
整
規
則
第
四
条
第
一
項

れ
た
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
一
号
に
よ
り
営
む
も
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の
）

　
　
　
　
　
　
　
　

二

　漁
業
の
禁
止 

一
の
保
護
区
域
に
お
い
て
は
、
ま
き
網
漁
業
、
固
定
式
刺
し
網
漁
業
、
流
し
網
漁
業
、
機
船
船
び

き
網
漁
業
、
か
ご
漁
業
、
ど
う
漁
業
及
び
つ
ぼ
漁
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。 

三

　指
示
の
有
効
期
間 

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
七
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
五
号 

　福
島
県
の
地
先
海
面
に
お
け
る
は
え
な
わ
漁
業
に
つ
い
て
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百

六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　会
長

　今

　野

　智

　光 

一

　操
業
の
承
認 

最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
富
岡
川
河
口
中
央
か
ら
正
東
の
線
以
南
の
水
深
百
メ
ー
ト
ル
以
深

の
福
島
県
の
海
域
に
お
い
て
、
は
え
な
わ
漁
業
（
浮
き
は
え
な
わ
漁
業
を
除
く
。
）
を
操
業
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
使
用
す
る
船
舶
ご
と
に
福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

二

　承
認
の
対
象
漁
船 

は
え
な
わ
漁
業
に
係
る
操
業
の
承
認
の
対
象
船
舶
は
、
総
ト
ン
数
七
ト
ン
未
満
と
す
る
。 

三

　操
業
期
間 

一
に
規
定
す
る
海
域
に
お
け
る
操
業
期
間
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
す
る
。 

四

　制
限
又
は
条
件 

１

　操
業
の
禁
止
区
域 

次
に
掲
げ
る
海
域
で
の
操
業
は
、
禁
止
す
る
。 

北
緯
三
十
七
度
十
七
分
四
十
九
秒
以
南
の
水
深
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
水
深
三
百
メ
ー
ト
ル
の
福
島

県
の
海
域 

２

　承
認
証
の
備
付
け
及
び
標
識
の
表
示 

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
に
際
し
、
別
に
定
め
る
承
認
証
を
船
内
に
備
え
付
け
、
次

に
掲
げ
る
標
識
を
船
舶
の
船
橋
の
両
側
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

40ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ
 

 
 

 
福
海
は
え
な
わ

 
 

 
 

20ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 
 

７
第　
　
　
号

 

３

　操
業
の
協
定 

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
漁
場
に
お
い
て
他
種
漁
業
と
の
競
合
又
は
操
業
上
の
紛
争
が
生

じ
た
と
き
は
、
関
係
者
と
操
業
協
定
を
締
結
し
、
こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
操
業
協
定
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
競
合
又
は
紛
争
の
生
じ
な
い
漁
場
に
移

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

五

　承
認
の
取
消
し 

こ
の
指
示
に
違
反
し
た
と
き
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。 

六

　指
示
の
有
効
期
間 

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
。 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
六
号 

　漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
指
示
す
る
。 

　
　令
和
七
年
七
月
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　会
長

　今

　野

　智

　光 

　福
島
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
福
島
県
規
則
第
六
十
八
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第
一
号
か
ら
第

五
号
ま
で
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
は
、
令
和
七
年
十
月
十
五
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
四
日
ま
で
の

間
は
、
は
え
な
わ
漁
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。 
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